
（平成 23）2011 年度事業計画 

2011 年４月 1 日～2012 年 3 月 31 日 
ウッドマイルズ研究会 

 
１．今年度事業の基本的方針 

東日本大震災により様々な支援や復興策が求められる中で、関係者一同、ウッドマイルズ研究会会員

その他の支援に努める。 
また、今年度からは助成金の目途がなく、予算規模が大きく減少することから、ウッドマイルズフォ

ーラム（東京）及びウッドマイルズセミナー（京都）という今までの主要な活動を、助成金なしで継続

させる体制づくりに努めると共に、算出講習会の開催を中心に新規会員を増やす。（今年度より、フォ

ーラム、セミナー開催時のウッドマイルズ研究会役員講師への謝金は無しとする）。 
さらに、木材調達チェックブックの普及啓発や一般市民への啓発など、会員及び関係者からの様々な

提案に応じて、協働で事業を実施できる体制づくりにも努める。 
 

Ⅰ．関連指標及びツールの開発事業 

 関連指標算出マニュアル及び算出プログラムの維持管理に努めると共に、森林総合研究所共同研究の

成果やカーボンフットプリントの整備を踏まえて、整合性等の改定の検討を進める。 
Ⅱ．普及及びネットワークの形成事業 

ウッドマイルズフォーラム（東京）は、これまでと同様に、地域の森林・木材・建築の連携や木材の

環境指標をテーマとすると同時に、東日本大震災を踏まえ、地域の力を活かした木造の仮設住宅や施設

などの建設に焦点を当て、主に地域の森林・木材・木造建築関係者の役割や今後のあり方を議論する。 
ウッドマイルズセミナー（京都）は、「木材調達チェックブック」の普及啓発及び改良を主目的に、

昨年度から京都府で実施されている「京都府産木材認証制度の領域拡大」の動きと連携し、双方の活動

の相乗効果を目的としたセミナーを開催する。 
ウッドマイルズ関連指標算出講習会、関連指標の算出、ホームページ情報更新、ニュースレター配信

については、昨年同様、継続して実施する。 
Ⅲ．情報収集研究事業 
 森林総合研究所との共同研究「伐採木材製品の炭素貯蔵シミュレーションモデルの開発」を継続実施

する。2 年目となる今年度は、森林・林業再生プランで試算されている 2020 年の木材需要について、

輸送エネルギーにどのような変化をもたらすかを解析する予定。 
事業名 事業内容 実施 

日時 
実施場所 従事 

者数 
受益対象者 支出額

(千円) 
関連指標及び

ツールの開発 
マニュアル・プログラ

ムの維持管理 
4/1 
～3/31 

事務局 1 人 会員他多数 0

普及及びネッ

トワークの形

成 

ウッドマイルズフォー

ラム 2011 開催 
7/16 東京都 

 
13 人 参加者 50 名

（見込） 
477

ウッドマイルズセミナ

ー2011 開催 
10 月下旬 
（未定） 

京都府 10 人 参加者 70 名 
（見込） 

370

算出講習会 4/1 
～3/31 

事務局 
各地 

3 人 認定取得者

40 名（見込） 
200

ホームページ更新管理 4/1 
～3/31 

事務局 1 人 会員他多数 0

ニュースレター配信 4/1 
～3/31 

事務局 1 人 会員他多数 0

関連指標算出 4/1 
～3/31 

事務局 1 人 会員数社 30

情報収集研究 
伐採木材製品の炭素貯

蔵ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝﾓﾃﾞﾙの開発 
4/1 
～3/22 

事務局 9 人 関係者多数 2,000
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Ⅰ　収入の部

１　会費・入会金収入

（１）年会費

・正会員個人　5,000円×85名=425,000 425,000

・正会員法人　30,000円×35社＝1,050,000 1,050,000

・賛助会員個人　3,000円×9名=27,000 27,000

・賛助会員法人　30,000×0=0 0

1,502,000

２　事業収入

（１）関連指標及びツールの開発事業

　１）建築物ウッドマイルズ関連指標算出マニュアル・プログラムの維持管理 0

（２）普及及びネットワークの形成事業

　１）フォーラム、セミナー開催

・ウッドマイルズフォーラム2011（東京） 77,000

・ウッドマイルズセミナー2011（京都） 70,000

・算出講習会（事務局ほか） 200,000

　２）情報発信

・ホームページ情報更新、ニュースレター配信 0

・ウッドマイルズ関連指標算出及びレポート編集発行 30,000

（３）情報収集研究事業

・伐採木材製品の炭素貯蔵ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝﾓﾃﾞﾙの開発（森林総合研究所共同研究） 2,000,000

2,377,000

３　その他

（１）利息・雑収入 200

200

当期収入合計（Ａ） 3,879,200

前期繰越収支差額 4,599

収入合計（Ｂ） 3,883,799

Ⅱ　支出の部

1　事業費

（１）関連指標及びツールの開発事業

　１）建築物ウッドマイルズ関連指標算出マニュアル・プログラムの維持管理 0

（２）普及及びネットワークの形成事業

　１）フォーラム、セミナー開催

・ウッドマイルズフォーラム2011（東京） 477,000

・ウッドマイルズセミナー2010（京都） 370,000

・算出講習会（事務局ほか） 200,000

　２）情報発信

・ホームページ情報更新、ニュースレター配信 0

・ウッドマイルズ関連指標算出及びレポート編集発行 30,000

（３）情報収集研究事業

・伐採木材製品の炭素貯蔵ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝﾓﾃﾞﾙの開発（森林総合研究所共同研究） 2,000,000

3,077,000

２　管理費

（１）事務局委託費（ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ・ﾆｭｰｽﾚﾀｰ・運営管理・事務所使用料等一式） 756,000

（２）借損料（総会会場費はフォーラムに計上） 0

（３）旅費・交通費 0

（４）通信費 26,200

（５）支払手数料 20,000

（６）消耗品費 0

（７）租税公課 0

802,200

当期支出合計（Ｃ） 3,879,200

当期収支差額（Ａ）－（Ｃ） 0

次期繰越収支差額（Ｂ）－（Ｃ） 4,599

金　　　額

（平成23）2011年度事業会計収支予算書（案）

2011年4月1日から2012年3月31日

科　目　・　摘　要

ウッドマイルズ研究会
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